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1 方 針 策定 の 趣旨 











バイ オ テ ク ノロ ジー は 、 人 々 の 健康 の 増進 を 通じ た 健康 長寿 社会 の 形成 、 食料 の 安 
定 供給 、 生物 を 利用 する 広範 な 産業 の 発展 等 に 大 きく 頁 献 で きる 技術 で あり 、 持 続 的 
な 経済 ・ 社 会 の 発展 に 向け て バイ オ テ ク ノロ ジー へ の 期待 が 高まっ て いま す 。 
































岩手 県 は 、「 い わ て 県 民 計 画 」 (平成 21 年 12 月 ) に 掲げ る 施策 の 実現 に 向け 、 平 成 
22 年 3 月 に 、 中 長期 的 な 視点 に 立ち 、「 財 団 法人 岩手 生物 工学 研究 セン ター 等 に お け 
る バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 推進 に 係る 基本 方 針 」 (以下 「 前 基本 方 針 」 と いう 。) を 策 
定 し 、 こ れ ま で の 10 年 間 、 財 団 法 人 岩手 生物 工学 研究 セン ター (平成 24 年 4 月 1 日 
の 公益 財団 法人 認定 後 を 含む 。 以 下 「 生 工 研 セン ター」 と いう 。) に お いて 広く 産業 
振興 に 頁 献 す る バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 を 推進 し て きま し た 。 










































































その 結果 、 生 工 研 セン ター は 、 本 県 が 設置 する 試験 研究 機関 や 大 学 、 民 間 企 業 等 と 
連携 し た 取組 に より 、 岩手 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 品種 「 金 色 の 風 」 の 育種 に つなが る ゲ ノ 
ム 解 析 技 術 の 開発 や 三陸 特産 の イサ ダ か ら の 抗 肥満 成分 の 同定 な ど 、 本 県 の 農林 水産 
業 、 食 品 工業 等 の 産業 振興 に 寄与 する 多数 の 研究 成果 を 得 て い る と ころ で す 。 



































岩手 県 は 、 平 成 31 年 度 か ら の 10 年 間 を 計画 期間 と し て 「 い わ て 県 民 計画 (2019 
2028) 」 (平成 31 年 3 月 ) を 策定 し 、 水 稲 ・ 果 樹 ・ 花 き ・ 雑 尊 の 新品 種 育成 に 向け 
た 取組 や 県 産 農 林 水 産物 の 機能 性 成分 に 着目 し た 取組 を 進め る こと と し て いま す 。 生 
工 研 セ ンタ ー が 集積 し た バイ オ テ ク ノロ ジー に 関す る 成果 や 知見 等 は 、 岩手 県 の 産業 
振興 に と っ て の 大 き な 強 み で あり 、 当 該 計画 に お いて も 、 生 工 研 セン ター の 活躍 が 期 
待 さ れ て いま す 。 
























































この よう な 中 、 前 基本 方 針 が 平成 30 年 度 に 終期 を 迎え る こと か ら 、 生 工 研 セン タ 
ー に お いて 「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 に 掲げ る 政策 実現 に 頁 献 す る バイ オ テ 
クノ ロジ ー 研 究 を 中 長期 的 な 視点 で 推進 する た め 、 本 基本 方 針 を 策定 する こと と し ま 
ye 









































本 基本 方 針 で は 、 前 基本 方 針 に 基づき 生 工 研 セ ンタ ー が 実施 し て きた バイ オ テ ク ノ 
ロジ ー 人 研究 活動 の 検証 を 行う と と も に 、 平 成 31 年 度 か ら の 10 年 間 の バイ オ テ ク ノロ 
ジー 研究 の 基本 方 向 、 方 針 及 び 推 進 方 策 を 示し ます 。 





2 バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 を 巡る 情勢 


(1) 我が国 の 情勢 








我が国 の バイ オ テ ク ノロ ジー を 一 層 強 くす る た め 、 平成 20 年 12 月 に 「 ド リー ム 
BT ジャ パン 」(B 芽 戦略 推進 官民 会 議 ) を 人 策定 し 、 対 応 すべ き 課題 と し て 優れ た 
基礎 研究 の 成果 の 実用 化 に よる 新 産業 の 育成 ・ 創 出 等 を 掲げ 、 取 組 を 強化 し た と こ 
i PS 細胞 を 利用 し た 様々 な 疾患 に 対す る 再生 医療 技術 の 開発 の 進展 、 機能 性 
成分 を 多く 含む 農作物 品種 の 開発 な ど 、 一 定 の 成果 が 見 られ て いま す 。 
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平成 28 年 1 月 に は 、 「 科 学 技術 基本 法 」 に 基づき 「 第 5 期 科学 技術 基本 計画 」( 平 
成 28 年 度 一 32 年 度 ) が 閣議 決定 され 、 平 成 28 年 度 よ り 本 計画 に 治っ た 新た な 科 
学 技術 政策 を 推進 し て いま す 。 














平成 30 年 6 月 に は 、「 第 5 期 科 学 技術 基本 計画 」 下 で 決定 し た 「 科 学 技術 イノ ベ 
ーション 総合 戦略 2017」 等 に お ける 様々 な 施策 を 確認 ・ 評 価 し 、 今 後 の 取 組 を 提 
示し た 「 総 合 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 」 が 開 議 決定 され ま し た 。 本 戦略 の 中 で は 、 バ イ 
オ テ ク ノロ ジー が 人 々 の 健康 の 増進 を 通じ た 健康 長寿 社会 の 形成 、 食料 の 安定 供給 、 
生物 を 利用 する 広範 な 産業 の 発展 、 持続 可能 な 社会 の 実現 に 大 きく 真 献 で きる 技術 
で あり 、 持続 的 な 経済 ・ 社 会 の 発展 に 向け て バイ オ テ ク ノロ ジー へ の 期待 が 高まっ 
て いる と の 認識 が 示さ れ て いま す 。 









































「 総 合 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 」 に お いて は 、 今後 、 過去 の 戦略 等 を より 詳し く 分析 
し た 上 で 、2019 年 夏 を 目指 し て 医療 ・ 非 医療 分 野 が 一 体 と な っ た 新た な バイ オ 戦 
略 を 策定 する こと と し て お り 、 そ の 方 向 性 と し て 、 農 林 水 産業 分 野 で は 、 従 来 よ り 
も 短期 間 に ニ ー ズ に 谷 う 品種 を 生み 出す 「 ス マー ト 育 種 」 の 確立 等 が 、 ま た 、 得 ら 
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成果 の 結 








期 社会 実装 の た め の 制 度 面 の 対応 で は 、 機能 性 分 野 に お ける 表示 ・ 成 





分 分 析 法 等 の 規格 化 ・ 国 際 標 準 化 等 が 掲げ られ て いま す 。 





(2) 岩手 県 ・ 生 工 研 セン ター を 巡る 情勢 








岩手 県 は 、 平成 21 年 12 月 に 策定 し た 「 い わ て 県 民 計 画 」 に お いて 、 政 策 推進 の 
基本 方 向 に 「 消 費 者 か ら 信 頼 さ れる 「 食 料 ・ 木 材 供給 基地 」 の 確立 」 や 「 地 域 資源 
型 ( 食 、 観 光 、 地 場 ) 産業 の 振興 」 等 を 設定 し 、 安 全 ・ 安 心 で 高 品質 な 農林 水産 物 
を 効率 的 ・ 安 定 的 に 生産 する た め の 技 術 や 優れ た 品種 の 開発 、 農林 水産 資源 を 生か 
し た 機能 性 食品 の 開発 等 に 積極 的 に 取り 組ん で きま し た 。 こ れ ら の 取組 の うち 、 バ 
イオ テク ノロ ジー に 関す る 基礎 的 な 研究 に つい て は 、 平 成 22 年 3 月 に 策定 し た 前 
基本 方 針 に 基づき 、 生 工 研 セン ター と 緊密 に 連携 の 上 、 推 進 し て きま し た 。 



























































この よう な 中 で 生 工 研 セ ンタ ー は 、 岩手 県 農業 研究 セン ター と 隣接 し 、 先 端的 研 
究 か ら 現場 に 密着 し た 技術 開発 まで を 継ぎ 目 な く 実 施 で きる 環境 に ある こと や 、 最 
先端 の 次 世代 シー ケン サー・ 質 量 分 析 装 置 の 導入 等 に より 、 岩手 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 
品種 「 金 色 の 風 」 の 育種 に つなが る MutMap 法 や DNA マ ー カ ー 等 の ゲノム 解析 技 
術 の 開発 、 り ん どう の 八重 咲 等 の 有用 形質 を 識別 する DNA マ ー カ ー の 開発 、 抗 が 
ん 作用 等 が ある レン チ ナ ン 高 含有 し いた け の 開発 、 三 陸 特 産 の イサ ダ (ツノ ナシ オ 
キア ミ ) か ら の 抗 肥満 成分 (8- ヒ ドロ キシ エイ コ サ ベ ンタ エン 酸 、 以 下 「8-HE 
PE」 と いう 。) の 同定 な どの 研究 成果 を 得 て い ます 。 









































研究 成果 は 多 方 面 か ら 高 く 評 価 さ れ て お り 、 科 学 技術 ・ 学 術 政策 研究 所 の 「 科 学 
技術 へ の 顕著 な 貢献 2015 (ナイ スス テッ プ な 研究 者 )」 (平成 27 年 度 ) や 農林 水産 
技術 会 議 の 「 若 手 農 林 水 産 研究 者 表彰 」 (平成 28 年 度 ) の 受賞 を は じ め と し 、 多 く 
の 職員 が 国 や 学会 か ら 表 彰 さ れ て いま す 。 平成 29 年 度 に は 、 生 工 研 セン ター が 地 
方 自治 の 伸展 等 に 努め た 民間 団体 と し て 国 に 評価 され 、「 地 方 自治 法 施行 70 周年 記 
念 総務 大 臣 表彰 」 を 受賞 し て いま す 。 ま た 、 成 果 は 、 生 工 研 セ ンタ ー に よる 外部 研 
究 資 金 の 獲得 や 国内 外 の 研究 機関 と の 共同 研究 の 実施 に 活か され て いま す 。 



























































さら に 、 生 工 研 セ ンタ ー で は 、 こ れ ま で の 研究 活動 に より 、12, 000 系 統 の ひと 
め ほ ぼれ 突然 変異 系 統 群 な ど に 代表 され る 、 人 他 に 類 を 見 な い 遺 伝 資 源 の 蓄積 や 農林 水 
産物 の 機能 性 研究 に 活用 で きる 抽出 物 ラ イブ ラリ ー の 構築 等 も 進ん で お り 、 新 品種 
や 新 技術 の 開発 に 活用 され て いま す 。 

































































岩手 県 は 、 平 成 31 年 度 か ら の 10 年 間 を 計画 期間 と し て 「 い わ て 県 民 計 画 (2019 
て 2028) 」 (平成 31 年 3 月 ) を 策定 し 、「 幸 福 」 を キー ワー ド と し て 設定 し た 10 の 
政策 分 野 に 基づき 、 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 する こと と し て いま 
す 。 本 計画 の 「 長 期 ビ ジョ ン 」 に お いて は 、 長 期 的 な 岩手 県 の 将来 を 展望 し 、 県 民 





















































みん な で 目指 す 将 来 像 と 、 そ の 実現 に 向け て 取り 組む 政策 の 基本 方 向 を 明らか に し 
て お り 、 水 稲 ・ 果 樹 ・ 花 き ・ 雑 殻 の 新品 種 育成 な ど 革 新 的 な 技術 の 開発 と 普及 に 向 

















けた 取組 や 、 県 産 農 林 水 産物 の 機能 性 成分 に 着目 し た 取組 を 進め る こと と し て いま 
ず 。 


3 生 工 研 セ ンタ ー に お ける バイ オ テ ク ノロ ジ 


(1) バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 の 検証 
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平 
標 、 


一 研究 活動 の 検証 


成 21 年 度 に 策定 し た 前 基本 方 針 に お いて 掲げ た バイ オ テ ク ノロジー 研究 の 目 











成果 及び 活用 状況 は 、 次 の と お り で す 。 


① 競争 力 の ある 農林 水産 物 の 生産 に 貢献 する 技術 の 開発 


ア DN A 情報 を 活用 し た 
FE 成 21 て 30 年 
水稲 に つい て 、 食味 、 耐冷 性 、 い も ち 病 抵抗 性 、 低温 発芽 性 な どの 重要 形質 | 
期 に 対応 する テー ラー メー 
究 セ ンタ ー と 共同 で 極 』 


葛 争 力 の ある 農作物 、 林 産物 の 開発 (農作物 ) 
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の 開発 や 純系 の 活用 な ど に より 、 り ん どう 租 
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種 技術 を 開発 し ます 。 人 { 
種 開発 を 進め ます 。 

き (りん どう ) に つい て 、 
る た め 、 花色 、 耐病 性 、 
DNA 情 報 を 活 
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護 等 に 











「 産 】 








水稲 に つい て は 、 ゲノム 育種 
| 重要 形質 を 識別 する 遺伝 子 マ ー カ ー や 品種 ・ 
lo 花き (りん どう ) に つい て は 、 






















































































耶 が 望む 」 多 相 


まな りん どう 品種 の 開発 に 寄 





g 子 の 安定 供 





























効率 化 で きる MutMap 法 や QTL-seq 法 を 用 
育種 母 本 を 開発 し まし た 。 


各種 遺伝 子 マー カー 




































































用 し て いま す 。 














き (りん どう ) に つい て は 、 
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各種 遺伝 子 マー カ 








] 品種 候補 と し て 、 岩 手 県 農業 























別 す る マー カ 


の 識別 等 に 活 




















1 し て い 





























寄与 する 技術 開発 に お いて は 
ー に つい て 、 岩手 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 品種 「 金 色 の 風 」 と 他 品 
ます 。 


























E、 開 花期 な どの 重要 形質 の 生理 解明 と と も に 、 連鎖 
HH し た ゲノム 育種 法 を 確立 し ます 。DNA マ ー カ ー に 
行 し て 進め ます 。 また 、 





食味 米 な ど 




















よる 
親株 維持 手法 





























上 給 に 真 献 す る 








技術 を 確 

















新品 種 育 種 に つなが る 技術 を 開発 し まし 


お いて 品種 特性 に 関わ 


重 イ オン ビー ム 法 、 
| 色 、 八 重 咲 等 )、 効 率 的 倍加 手法 等 の 
|O 育成 者 権 の 保護 等 に 寄与 する 技術 に つい て は 、 水 稲 に 
る 遺伝 子 を 解明 し 、 同 遺伝 子 を 識別 する マー カー を 開発 し まし た 。 
水稲 に つい て は 、 育 種 母 本 を 岩手 


手 県 オリ ジ ナ ル 水 稲 品種 「 金 色 の 風 」 の 育種 













































































イオ ン ビ ー ム 法 に より 作出 し た ピン ク 系 統 
究 セ ンタ ー が 栽培 特 属 
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j を 行っ て い 








ー に つい て は 、 新規 需要 に つなが る 八重 咲 品種 


、 品 種 特 性 に 関わ る 遺伝 子 




























イ DNA 情 報 を 活用 し た 
[研究 期間 ] | 
[研究 目標 〕 


ウ 


芝 争 力 の ある 農作物 、 林 産物 の 開発 (林産 物 ) 

































| 〇 


平成 











lo 


まつ た け の 発生 する 森林 を 作り 出す 技術 開発 に 活 





活 
! い \ 


21~30 年 度 
食 





























し いた け 























iz で 、 
ます 。 


民間 





1 きのこ 類 








こつ いて 、 菌 根 菌 
























































eR 
日 し 、 同系 統 を 識別 する 遺伝 子 マ ー カ ー の 開 


(まつ た け な ど ) の 増殖 に 資す る た め 、 そ の 
菌 根 の 形成 状況 を 非 破 壊 分 析 で きる 技術 を 開発 し ます 。 

1 
手法 を 開発 し まし た 。 
+ に つい て は 、 全 ゲ ノム 配列 を 決定 


て 、 レン チ ナ ン 高 含有 系 統 を 作 





伝 子 マー カー 検査 


| 


























得 ら れ た 遺伝 子 情報 を 活用 






























































| 〇 しい たけ に つい て は 、 レン チ ナ ン 高 含量 系 統 を 母 本 に 
| 企業 と 共 




















司 で 実用 品種 の 月 











1 し て いま す 。 











等 を 


こ 、 遺伝 子 マ ー カ 











成 と 品種 登録 に 向け た 開発 を 進め て 




















分 子 情報 を 利用 し た 農作物 の 病害 診断 ・ 防 除 基礎 技術 の 開発 








(研究 期間 




































IO 


F 成 





21 て 30 年 度 








診断 技術 を 開 
植物 



































| 〇 農林 水産 物 の 安定 生産 を 支援 する 病害 診断 ・ 制 御 技術 の 実用 化 の た め の 遺 伝 
| 発し ます 。 


自身 が 持つ 抵抗 性 を 活用 し た 農薬 使用 量 低減 の た め の 基 礎 技 術 を 開発 





ます 。 

リン ドウ こぶ 症 の 原因 に つい て 、 関連 ウイ ルス の 同定 を 試み 、 識別 マー カー 
| を 開発 し まし た 。 

|O 








法 





効率 的 に 広範 囲 
































の ウイ ルス を 検出 する 綱 縮 

































的 RNA ウ イル ス 検 出 技術 (①ECS 
























































0 
| 法 の 検討 に 活用 し て いま す 。 
|O DECS 法 に つい て は 、 病 害虫 防 除 所 の 病害 診断 業務 に 活用 し て いま す 。 





花き の 分 子 育 種 手法 の 利用 に よる 革新 的 品種 の 開発 


[研究 





[研究 




















究 期 間 ] | 













平成 








21~25 人 


年 度 


















































平成 26~30 年 度 は 、 上 記 ア ( 










































































































































































こ 組 み 入 れ て 実施 ) 
































に 交配 で は 困難 な 新 形質 を 有する 革新 的 な 品種 母 本 を 作出 する た め の 新規 有 
遺伝 子 を 探索 し 、 そ の 活用 を 図り ます 。 
0 成果 の 実用 化 に あたっ て は 、 マー ケッ ト を 常に 意識 し つつ 、 民間 企業 等 に よ 
| る 成果 活用 を 視野 に 慎重 に 取り 扱い ます 。 
成果 」 〇 りん どう に つい て 、 開花 前 に 花色 を 判別 する 花色 マー カー を 開発 し 、 重要 形 
質 の マー カー 作出 に 活用 で きる 遺伝 子 地図 を 作成 し まし た 。 
i 
| 活用 し て いま す 。 





オ DNA 情 報 の 高度 活用 技術 の 開発 





(研究 目標 」 〇 S 

































































utMap 法 に つい て は 、 


























| 色 の 風 」) の 同定 に 活用 し て v 
| 〇 QTL-seq 法 に つい て は 、 水稲 品種 の 出穂 期 や あわ の 短 か ん 性 に 関与 する 関連 


uperSAGE 法 の 次 世代 シー ケン サー へ の 応用 、 
野 の 強化 に より 、 農 作物 を は じ め 、 畜産 物 、 林 骨 
4 種 支援 基礎 技術 を 確立 し ます 。 


ニニ メ 


E す る た め Mu 























バイ オイ ン フ ォ マ ティ クス 分 








EE 物 、 水 戸 


E 物 を 含め た 本 県 農林 























超 良 食味 遺伝 子 ( 岩 ヨ 
‘ます 2。 























遺伝 子 座 の 解明 に 活用 し て いま す 。 


EE 県 オリ ジ ナ ルル 水稲 新品 種 「 金 




















② 資源 循環 型 社会 の 構築 に 貢献 する 技術 の 開発 


③ 


ア 地域 財 存 生物 資源 (バイ オマ ス ) の 活用 促進 技術 の 開発 





[研究 期間 〕 | 平成 21~25 年 度 























| 〇 優良 酵素 の 改変 や 分 解 



































(研究 目標 】 | 〇 セル ロー ス 等 の 細胞 区 











き 鎖 を 高 効率 に # 











き 化 促進 する 技術 を 開発 し ます 。 


中 進 タ クン パ ク 質 と の 融合 タン パク 質 を 作出 し 、 よ り 低 








鎖 分 解 技術 を 確立 する と と も に 、 実 









































細胞 壁 糖 鎖 












|O 















































燃料 化 に 活 











を 高 効率 に 】 


分 解す る セル ラー ゼ を 単 離し 、 

















き 化 促進 する 技術 に つ し 
生産 する 技術 を 確立 し まし た 。 























] 性 の 高い 製剤 化 を 行い ます 。 


\ て は 、 効 率 的 





効率 的 に セル ロー ス を 分 解す る セル ラー ゼ に つい て は 、 稲 わら の バイ オマ ス 
ィ し て いま す 。 





健康 の 維持 に 貢献 する 技術 の 開発 


ア 農林 水産 物 の 生物 機能 を 活用 し た 健康 維持 ・ 増 進 技術 の 開発 











(研究 期間 


に 成 921~30 年 















































0 






























































lO 




















[ 活 











状況 ] |O 























品種 の 育種 に 活 








県 産 農 林 水 産物 の 機能 情 
マコ 等 に 含ま れる 機能 性 成分 を 同 
し いた け の 褐変 し に くい 品種 「S 
1 し て いま す 。 
































IO 


県 産 農 


























林 水 産物 の 機能 性 
、 機 能 性 成分 を 表示 する 商品 の 開 





成分 の 






































R-1」 に つい て は 、 



































発 等 に 活 











紀 


|O 専門 試験 研究 機関 や 民間 企業 等 の ニー ズ に 基づき 、 し 
| を 確立 し 、 抗 ガン 多糖 レン チ ナ ン 4 
県 内 に 産 する 農林 水産 物 の 機能 性 研究 を 推進 し 、 機 能 | 

















E 産 向け 等 の 特徴 ある 新品 種 を 育種 し ます 。 











生食 品 や 医薬 新 素材 等 





の 様々 な シー ズ を 生み 出し 、 専 門 試 験 研究 機関 及び 産業 界 
康 維持 ・ 増 進 の た め の 技 術 開発 を 行い ます 。 


ょ と の 連携 に よる 県 





民 





研究 に つい て は 、 り ん どう 、 し いた け 、 イサ ダ 、 ナ 
定 し 、 抽 出 方 法 等 を 開発 し まし た 。 
「SR-1」 を 母 本 と し た 実 











出 方 法 等 に つい て は 、 企 業 等 と の 連携 に よ 
H し て いま す 。 








(2) バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 の 推進 方 策 の 検証 


平成 21 年 度 に 策定 し た 前 
進 方 策 の 進捗 状況 と 課題 は 、 

















① 戦略 的 な 研究 推進 





次 の と お り で す 。 


基本 方 針 に お いて 掲げ た バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 の 推 






























































す 。 





























1O 研究 課題 の 設定 に お いて は 、 
見 据え 、 各 種 の 評価 等 を 反映 させ て いま す 。 





[進捗 状況 ] 〇 公益 財団 法人 岩手 生物 工学 研究 セン ター 定款 の 規定 に 























基づき 、 岩 手 県 の 施策 








と の 一 体 性 を 確保 し つつ 、 民間 企業 、 市 町 村 、 個 人 育 得 


E 家 等 か ら の ニー ズ に 対 


























応 し た 研究 課題 の 設定 や 民間 企業 等 へ の 直 































































































民間 企業 等 か ら の 多様 な ニー ズ に 的 確 ( 
| め る 必要 が あり ます 。 
0 研究 課題 に つい て は 、 ER 
1 者 等 の 研究 計画 を 一 層 明 確 に 


反映 を 強化 し て いく 必要 が あり * 















































設定 








目標 、 実 施 期 間 、 成 果 の 活 








接 的 な 技術 移転 に 取り 組ん で いま 











選択 と 集中 を 図り な が ら 、 技術 移転 等 の 出口 を 











こ 対応 する た め の 仕 組み づく り を 進 




















E し 、 部 門別 連携 会 議 に お ける 評価 等 の 








② 政策 実現 に 対応 で きる 研究 開発 シス テム の 充実 (課題 設定 と 技術 移転 ) 




















する 試験 研究 機関 に よる 評価 、 生 工 































































































EF 進 し て いま す 。 



































価 と と も に 


(課題 ] 〇 研究 課題 に つ 











‘て は 、 引き 続き 、 岩手 





(進捗 状況 | 〇 研究 課題 と 岩手 県 の 施策 と の 一 体 性 を 確保 する 仕組 み と し て 、 岩 手 県 が 設置 
































セン ター が 主催 する 連携 会 議 、 岩手 県 が 



































岩手 県 バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 調整 会 議 を 活 


E 県 の 産業 振興 へ の 貢献 を 目指 し 、 民 間 企 業 等 へ の 直接 的 な 技術 移転 や 産 








ゴ し て いま す 。 




























































































携 を 


箇 








推 





BPR 
、 連 携 会 議 や 岩手 県 バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 調整 会 議 等 に お ける 協 
| 議 を 踏ま えて 設定 し て いく 必要 が あり ます 。 
| 〇 民間 企業 等 へ の 直接 的 な 技術 移転 や 産学 官 
| ー ト 機能 の 充実 を 図る 必要 が あり ます 。 








進 す る た め 、 コ ー デ ィ ネ 





③ 顧客 ニー ズ に 合致 する 研究 開発 を 行う た め の 機 関 評価 の 実施 







































































































































































に 
































評価 は 








、 県 の 試験 研究 機関 を 放 

















・ 理 事 ・ 監 事 に よる 役員 主 














字 術 評価 ) を 実施 し て いま す 。 


〔 進 捗 状況 ] 〇 課題 設定 や 研究 成果 の 意義 等 に つい て 、4 つの 機関 評価 
| の 運営 委員 会 委員 に よる 内 部 評価 、 岩 手 県 が 設置 する 試験 研究 機関 等 に よる 顧 


『 価 、 外 部 の 学識 経験 者 で ある 研究 推 

















生 工 研 セ ンタ ー 内 

































































『 価 者 と し て 実施 し て いる た め 、 民間 企業 




















に 対し て 直接 的 に 技術 移転 を 行う 研究 課題 に お いて 
術 移転 先 の 評価 を 得る 必要 が あり ます 。 























は 、 直 接 的 な 顧客 で ある 技 





④ 研究 開発 基盤 の 整備 
[進捗 状況 ] | 〇 最 先端 の 代謝 解 析 機能 を 有する 質量 分 析 装 置 等 を 整備 する な ど 良 好 な 研究 
| 環境 の 整備 に 努め て いま す 。 
| 〇 外部 研究 資金 の 獲得 等 を 図る た め 、 研 究 員 と し て の 実績 づく り を 支援 し て い 
| ます 。 
| 〇 これ まで の 研究 活動 に より 、12,000 系 統 の ひと め ぼ れ 突然 変異 系 統 群 な ど 
| に 代表 され る 、 他 に 類 を 見 な い 遺 伝 資源 の 蓄積 や 農林 水産 物 の 機能 性 研究 に 活 
1] で きる 抽出 物 ラ イブ ラリ ー の 構築 等 が 進ん で いま す 。 







































































































































































































































































分 な 外部 研究 資金 の 獲得 に 当たっ て は 、 国 際 的 に 評価 の 高い 学術 誌 へ の f 
究 成 果 の 掲載 や 、 他 の 試験 研究 機関 、 大学 等 と の コン ソー シア ム の 形成 等 に 生 

| 極 的 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 

|O 効率 的 な 研究 推進 に お いて 、 蓋 積 し た 遺伝 資源 等 の 有効 活用 が 求め られ ま 

| す 。 
























































































































































⑤ 産学 官 連携 と 競争 的 外部 研究 資金 の 活用 等 に よる 効果 的 な 研究 体制 の 強化 
[進捗 状況 ] 〇 岩手 県 が 設置 する 試験 研究 機関 と の 連携 を 図る た め 、 部 門別 連携 会 議 等 を 定 

| 期 的 に 開催 し て いま す 。 

| 〇 県 内 外 の 試験 研究 機関 や 大 学 等 と 連携 し 、 外 部 研究 資金 の 導入 を 推進 し て い 

| ます 。 

| 〇 いわ て 農林 水産 物 機 能 性 活用 研究 会 の 設立 (平成 29 年 6 月 ) 及び 運営 に 携 


っ 


わり 、 県 産 農林 水産 物 の 機能 性 に 着目 し た 取組 に つい て 、 産学 官 の 連携 に より 



















































































































































































































| 〇 引き 続き 、 岩 手 県 が 設置 する 試験 研究 機関 と 密 に 連携 し 、 研究 目標 や 成果 を 
| 共有 し 、 新 た な 課題 を 設定 する 必要 が あり ます 。 

|O 十分 な 外部 研究 資金 の 獲得 に 当たっ て は 、 他 の 試験 研究 機関 や 大 学 等 と の コ 
| シン ソーシア ム の 形成 等 に 積極 的 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 











































































































⑥ 生 工 研 セ セン ター に お ける 知 的 創造 サイ クル の 形成 

(進捗 状況 ] 〇 職員 が し た 発明 の 取扱 い に つ いて 必要 な 事項 を 定め た 職務 発明 規程 を 策 
| し 、 事 務 を 進め て いま す 。 

的 財産 権 の 取得 と と も に 、 保 有する 知 的 財産 権 を 活用 する 事業 者 を 増やす 

| た め の 取組 を 推進 する 必要 が あり ます 。 

1 〇 国際 的 な 活用 が 期待 され る 成果 に つい て は 、 国 外 に お いて も 知 的 財産 権 を 保 

| 護 する 必要 が あり ます 。 
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選 
因 
Ps 


























































































































⑦ 研究 交流 拠点 の 強化 と 教育 へ の 貢献 
【 進 捗 状況 ] | 〇 先端 科学 技術 の 情報 を 、 シ ン ポ ジウ ム や セミ ナー の 開催 、 出前 授業 等 に より 
| 発信 し て いま す 。 





























Li 


岩手 大 学 大 学院 と の 連携 大 学院 の 運営 や 学生 の 受入 等 を 実施 し て いま す 。 
国際 的 な 研究 機関 と し て 、 国内 外 の 研究 者 の 受入 、 国際 的 な 学会 で の 成果 発 
、 国 際 的 に 著名 な 雑誌 へ の 論文 投稿 を 実施 し て いま す 。 
0 
| 積極 的 な 開催 等 に より 、 最 先端 の 情報 を 収集 し 、 発 信 す る 必要 が あり ます 。 
| 〇 研究 人 材 を 育成 する た め 、 岩 手 大 学 連合 農学 研究 科 や 連携 大 学院 等 へ の 運営 
| 協力 や 学生 受入 等 を 積極 的 に 実施 する 必要 が あり ます 。 
際 的 な 研究 機関 と し て 、 研 究 者 の 受入 や 国際 的 な 学会 ・ 学 術 誌 で の 成果 発 
表 に 積極 的 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
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⑧ バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 機関 と し て の 説明 機会 の 確保 
[進捗 状況 ] |O 生 工 研 セ ンタ ー で は 、「 食 料 品 生産 に 繋が る 開発 品種 に は 、 遺 伝 子 組 換え を 
| 行っ て いな い 」 こ と を ホー ムペ ー ジ 上 で 公表 する と と も に 、「 カ ル タ ヘ ナ 法 」、 
「 二 種 省 令 」、 岩 手 県 の 「 遺 伝 子 組 換え 食用 作物 の 栽培 規制 に 関す る ガイ ドラ 
| イン 」 を 遵守 し て いま す 。 
| 〇 研究 活動 の 内 容 や 研究 成果 、 イ ベン ト 情 報 等 に つい て 、 ホ ー ム ペー ジ や フェ 
| イス ブッ ク 等 を 用 いて 積極 的 に 情報 発信 を 行っ て いま す 。 





























































































































遺伝 子 組 換 え 研 究 の あり 方 に つい て は 、 引き 続き 、 岩手 県 の 施策 と の 一 体 性 
| を 確保 する 必要 が あり ます 。 

| 〇 ホー ムペ ー ジ に つい て は 、 県 民 へ の 見 える 化 や 、 国内 外 の 研究 者 と の 交流 等 
| を 推進 する た め 、 よ り 分 か りや すい 構成 に 改編 する 必要 が あり ます 。 

| 〇 活動 内 容 や イベ ント の 開催 案内 等 の リア ル タ イム 性 が 重視 され る 内 容 に つ 
| いて は 、SNS を 活用 し た 発信 を 継続 する 必要 が あり ます 。 










































































































































































4 生 工 研 セ ンタ ー が 取り 組む バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 


生 工 研 セ ンタ ー に お ける 平成 31 年 度 か ら の 10 年 の バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 に つい 
て は 、 次 ! 半生 の 研究 方 針 及 び 推 進 方 策 に より 取り 組み ます 。 





(1) 基本 方 向 




















① 岩手 県 は 、 バイ オ テ ク ノロ ジー を 県 民生 活 の 向上 や 本 県 産業 競争 力 の 強化 に 
献 し 得る 技術 と し て 、 生 工 研 セン ター と 連携 し 、 そ の 研究 を 推進 し ます 。 











ノ 

















② 岩手 県 は 、 県 設置 の 試験 研究 機関 に お いて 、 生 工 研 セ ンタ ー で 得 ら れ た 研究 成 
果 の 活用 を 進め て いき ます 。 


























生 工 研 セ ンタ ー は 、 定 款 に 基づき 、 岩手 県 の 農林 水産 業 、 食品 工業 等 の 産業 振 

に 寄与 する こ i 、 岩手 県 設置 の 試験 研究 機関 等 の バイ オ テ ク ノロ ジー 

完 を 文 援 ・ 促進 する 視点 で 、 農 林 水 産業 食品 工業 等 に 関す る 岩手 県 の 施策 と 

NN 安全 ・ 安 心 で 高 品質 な 農林 水産 物 の 生 

産 等 に 向け 、 バ イオ テク ノロ ジー に 関す る 基礎 的 な 研究 を 行い ます 。 ま た 、 研究 

に つい て は 、 産 業 応用 化 を 見 据え 、 産 学 官 連 携 を 強化 し て 効率 的 ・ 効 果 的 に 推進 
し ます 。 










































































④ 生 工 研 セ ンタ ー は 、 県 民 が 誇れる 世界 水準 の バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 拠点 を 目 
指す と と も に 、 成果 の 地域 還元 や 県 民 へ の 見 える 化 を 図る た め 、 顧客 の 対象 を 試 
験 研究 機関 に に 限定 せ ず 、 行政 や 民間 企業 等 の 幅広 い ニ ー ズ ! に 対応 する 研究 課題 の 
設定 や 民間 企業 等 へ の 直接 の 技術 移転 等 に も 取り 組み ます 。 















































(2) 研究 方 針 























バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 を 巡る 情勢 や 今後 の 動向 等 を 見 据え 、「 い わ て 県 民 計画 
(2019 て 2028)」 に 掲げ る 政策 の 実現 に つなが る 研究 に 重点 化し 、 優 先 的 に 取り 組 
み ま す 。 











① NO ll 
市 場 ニ ー ズ に 的 確 に 対応 する 産地 づく り に 向け 、 水 稲 、 果 樹 、 花 き 、 雑 穀 及び 
I MS et 成 に 向け た 育種 支援 技術 や 病害 
診断 技術 等 の 開発 を 推進 し ます 。 








ly 


ア DNA 情 報 を 活用 し た 競争 力 の ある 農林 水産 物 の 開発 

農林 水産 物 の 育種 支援 技術 や 高度 生産 技術 の 開発 に 取り 組む と と も に 

ム 育 種 を 進め る 過程 で 、 育成 者 権 の 保護 等 に 寄与 する DNA 品 種 識 別 技術 の 開 
発 を 推進 し ます 。 











(7) 水稲 で は 、DNA シ ー ケ ン サ ー や バイ オイ ン フ ォ マ ディ クス の 活用 に よ 

て 、 効 率 的 な 育種 を 推進 し ます 。 併 せ て 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター と 共 

回 で 、 起 多良 人 味 兄 種 や 低 コス ト 生 産 を 可能 と する 品種 (直播 性 、 高 度 

耐病 性 等 ) 、 機能 性 に 優れ た 品種 等 の 開発 に つなが る 重要 形質 の 遺伝 情報 を 
解明 し 、 そ の 活用 を 推進 し ます 。 





















































(0) 果樹 で は 、 岩 手 県 農業 研究 iR と 連携 し 、 新 規 育種 技術 ( 重 イ オン 
ビビ = ム 法 等 ) を 用 いて 、 りん ご に お ける 果皮 色 の 改善 や 早生 赤色 品種 の 育 
成 、 醸 造 用 ぶどう 品種 の 育 i 






































⑰⑦) 花き (りん どう ) で は 、 栽 培 現 場 か ら の 要望 を 受け て 開発 され た 人 重 
や 花色 に 関す る マー カー を 活用 し 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター が 取り 組む 品 
種 開発 を 支援 する と と も に 、 開 花期 や 発色 、 耐 病 性 に 関わ る 遺伝 子 の 特 
を 進め 、 新 た な 遺伝 子 マ ー カ ー や 育種 技術 の 開発 に 取り 組み ます 。 




















中 泊 























G) 雑 尊 で は 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター と 連携 し 、 水 稲 育 種 等 で 開発 され た 
技術 を 積極 的 に 活用 し 、 栽 培 形 質 や 成分 品質 に 優れ た 品種 の 開発 に つなが 
究 を 推進 し ます 。 





























(④ 菌 英 で は 、 企 業 や 岩手 県 林業 技術 セン ター と 連携 し 、 遺 伝 子 マー カー の 
活用 等 に より 、 レ ンチ ナン 高 含有 等 の 画 期 的 な 形質 を 持つ し いた け 新 品種 
の 開発 を 推進 し ます 。 また 、 ま つた け 増 殖 に 向け た 菌 根 判 別 手 法 を 確立 し 、 
増産 に つなが る 技術 の 開発 を 推進 し ます 。 




















⑦⑰) 漆 で は 、 企 業 や 岩手 県 林業 技術 セン ター と 連携 し 、 発 芽 率 の 向上 等 の 効 
率 的 な 苗 生産 技術 の 開発 に 取り 組み ます 。 
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イ 分 子 情報 を 利用 し た 農作物 の 病害 診断 ・ 防 除 基礎 技術 の 開発 

農林 水産 物 の 安定 生産 を 文 援 する 病害 診断 ・ 制 御 技術 の 実用 化 の た め の 遺 伝 
子 診断 技術 や 、 植物 自身 が 持つ 抵抗 性 を 活用 し た 農薬 使用 量 低減 の た め の 基 礎 
技術 の 開発 を 推進 し ます 。 





























ウ DNA 情 報 の 高度 活用 技術 の 開発 
バイ オイ ン フ ォ マ ティ クス 基盤 研究 の 強化 に より 、 本 県 農林 水産 物 の 育種 や 
生産 を 文 援 する 基礎 技術 の 開発 に 取り 組み ます 。 














② 健康 の 維持 に 貢献 する 技術 の 開発 
県 産 農 林 水 産物 の 持つ 機能 性 を 活用 し て 、 県 民 等 の 健康 維持 増進 や 疾病 予防 等 
真 献 で きる 技術 の 開発 を 推進 し ます 。 





























( 





ml 


ア 農林 水産 物 の 機能 性 を 活用 し た 健康 維持 ・ 増 進 技術 の 開発 
水稲 、 ほ うれ ん そう 、 雑 殻 、 イ サダ 、 ナ マコ を は じ め と し た 県 産 農林 水産 物 
に つい て 、 健 康 機能 性 の 解明 と 機能 性 食品 や 医薬 新 素材 等 に 活用 で きる 健康 機 
能 性 素材 の 探索 を 推進 し ます 。 





























(7) 水稲 で は 、 こ れ ま で ( NINE お いて 機能 性 成分 の 控 案 
同定 を 進め る と と も に 、 機 能 性 成分 の 有効 利用 に つなが る 技術 の 開発 ! に 
り 組 み ま す 。 











(《) ほう れん そう で は 、 ル テイ ン 等 の 機能 性 成分 の 活用 促進 に つなが る 研究 
開発 に 取り 組み ます 。 





(の 雑 尊 で は 、 こ れ ま で 利用 価値 の 低かっ た ヌカ に つい て 、 質 酸化 成分 等 の 
有効 利用 に つなが る 技術 開発 を 推進 し ます 。 














(G) イサ ダ で は 、8-HE PE 等 の 機能 性 脂質 の 活用 に つなが る 研究 開発 に 取 
り 組 み ま す 。 




















( わ ナマ コ で は 、 サ ポニ ン 等 を 含有 する エキ ス の 活用 や 製品 の 開発 を 支援 す 
る た め の 人 研究 を 推進 し ます 。 





(3) 研究 の 推進 方 策 

















県 民 が 誇れる 世界 水準 の バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 拠点 を 目指 し 、 研究 成果 の 地域 
還元 や 県 氏 へ の 見 える 化 を 図る た め 、 次 の 推進 方 策 に より 研究 に 取り 組み ます 。 




















① 戦略 的 な 研究 推進 
ア 研究 推進 に お いて は 、 公益 財団 法人 岩手 生物 工学 研究 セン ター 定款 の 規定 に 
基づき 、 岩 手 県 の 施策 と の 一 体 性 を 確保 し つつ 、 民 間 企 業 、 市 町 村 、 個 人 育種 
家 等 か ら の 多様 な ニー ズ に 対応 で きる 研究 課題 の 設定 や 民間 企業 等 へ 直接 の 
技術 移転 に 取り 組み ます 。 
イ 民間 企業 、 市 町 村 、 個 人 育種 家 等 か ら の 多様 な ニー ズ に 対応 で きる よう 、 研 
宛 の 受託 や 直 直接 の 技術 移転 等 に 関す る 規程 の 整備 等 の 仕組 み づ く り を 推進 し 
















































































ウ 研究 課題 に つい て は 、 研 究 成果 や 知 的 財産 を 効率 的 に 生み 出せ る よう 選択 と 
集中 を 図る と と も に 、 産業 応用 化 に つなが る 成果 を 早期 に 得る た め に 、 目 標 や 
実施 期間 、 成果 の 活用 者 等 を 明確 化す る 研究 計画 を 作成 し 、PDCA サ イク ル 
の 実践 に より 、 各 種 の 評価 等 を 反映 し て いき ます 。 















































② 研究 課題 の 設定 と 技術 移転 
F ri っ いて は 、 岩手 県 の 政策 実現 に 寄与 する た め 、 岩手 県 が 設置 する 
試験 研究 機関 等 と 研究 の 目標 や 成果 を 共有 し 、 岩手 県 が 設置 する 試験 研究 機関 
か ら の 評価 と と も に 、 生 工 研 セン ター I 
催す る 岩手 県 バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 調整 会 議 等 に お ける 協議 を 踏ま えて 設 
定 し ます 。 
イ 民間 企業 等 へ の 直接 的 な 技術 移転 や 産学 官 連携 の 推進 に 向け 、 組織 体制 の 見 
直し や コー ディ ネー ト 能 力 の ある 人 材 の 育成 等 に 取り 組み 、 コー ディ ネー ト 機 
能 の 充実 に 努め て いき ます 。 



















































































③ 機関 評価 の 実施 
ア 機関 評価 ( 生 工 研 セ ンタ ー 内 の 運営 委員 会 よる 内 部 評価 、 岩手 県 が 設 
置 する 試験 研究 機関 等 に よる 顧客 評価 、 評 議員 ・ 理 事 ・ 監 事 に よる 役員 評価 、 
外部 の 学識 経験 者 で ある 研究 推進 委員 に よる ら 学術 評価) を 通じ 、 生 工 研 セ ンタ 
ー の 特徴 、 他 の 研究 機関 と の 比較 優位 性 、 県 民 へ の 頁 献 度 等 を 把握 し 、 組 織 の 
価値 を 高め る よう 努め ます 。 
イ 顧客 ニー ズ に 合致 する 研究 開発 を 行う た め 、 研究 の 課題 設定 、 進 捗 状況 、 成 
果実 現 性 及び 成果 の 意義 等 に つい て 評価 を 実施 し 、 研究 推進 に 反映 する た め の 
PDCA を 着実 に 実行 し ます 。 
ウ 特に 重点 的 に 進め て いる 研究 課題 の 顧客 評価 に つい て は 、 県 の 試験 研究 機関 
の ほか 、 直 接 的 な 技術 移転 先 も 評価 者 に 選定 し て 実施 し ます 。 















































































































































④ 研究 開発 基盤 の 整備 
ア 世界 水準 の バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 を 実施 する た め 、 岩手 県 と 連携 し 、 研究 
資源 の 確保 ・ 充 実に 努め ます 。 
イ 人 材 の 確保 ・ 育 成 を 図る た め 、 国際 的 に 評価 の 高い 学術 誌 へ の 論文 投稿 や 独 
創 的 発想 に 基づく 外部 研究 資金 の 獲得 等 を 通じ た 研究 員 と し て の 実績 づく り 、 
他 の 試験 研究 機関 と の 研究 コン ソー シア ム の 形成 を 推進 し ます 。 









































⑤ 効率 的 ・ 効 果 的 な 研究 体制 の 強化 
ア 「 部 門別 連携 会 議 」 の 機能 の 充実 に より 、 岩 手 県 が 設置 する 試験 研究 機関 と 
の 連携 や 研究 目標 ・ 成 果 の 共有 を 強化 する と と も に 、 県 関係 機関 、 市 町 村 、 大 
学 及び 民間 企業 等 と の 多様 な 連携 軸 の 構築 を 図り 、 産学 官 連携 の 下 で 効率 的 ・ 
効果 的 に 研究 を 推進 し ます 。 
イ 県 内 外 の 試験 研究 機関 や 大 学 、 民間 企業 等 と の 連携 や 研究 コン ソー シア ム の 
形成 等 に より 、 外 部 研究 資金 の 導入 を 積極 的 に 推進 し ます 。 






























































⑥ 知 的 創造 サイ クル の 安定 的 な 運用 
ア 知 的 財産 権 の 取扱 い に 係る 事務 に つい て は 、 職員 が し た 発明 の 取扱 い に つ い 
て 必要 な 事項 を 定め た 職務 発明 規程 に 基づき 実施 し ます 。 
イ 保有 する 知 的 財産 権 を 活用 する た め 、 その 活用 が 見 込ま れる 事業 者 と の マッ 
チン グ 活 動 や 実施 許諾 契約 の 締結 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
ウ 国際 的 な 活用 が 期待 され る 成果 に つい て は 、 国 外 で の 権利 化 を 検討 し ます 。 


















































⑦ 研究 交流 拠点 の 強化 と 教育 へ の 貢献 

ア 先端 科学 技術 に 関す る 情報 発信 を 強化 する た め 、 各 科学 技術 分 野 の 第 一 人 者 
を 招 聴 し た シン ポジ ウム ・ セ ミナ ー 開 催 や 出前 授業 等 の 取組 を 実施 し ます 。 

イ 研究 人 材 の 育成 に 貢献 する た め 、 岩 手 大 学 大 学院 と の 連携 大 学院 の 運営 、 農 
業 大 学校 や 農業 高校 等 と の 連携 に より 、 研 究 教 育 や 学生 の 受入 を 実施 し ます 。 
ウ 国際 的 な 研究 交流 拠点 と し て 、 国内 外 の 研究 者 の 積極 的 な 受入 を 推進 する と 
と も に 、 招待 講演 を 含め た 国内 外 の 学会 等 に お ける 成果 発表 や 国際 的 に 著名 な 
学術 雑誌 等 へ の 論文 投稿 等 に よる 情報 発信 に 努め ます 。 



















































































⑧ 法令 等 の 遵守 と 情報 発信 
ア 遺伝 子 組 換え 生物 の 使用 等 に 係る 「 カ ル タ ヘ ナ 法 」 や 「 二 種 省令 」、 岩 手 県 
が 策定 し た 「 遺 伝 子 組 換え 食用 作物 の 栽培 規制 に 関す る ガイ ドラ イン 」 を 遵守 
を 























し ます 。 ま た 、 遺 伝 子 組 換え 食品 の 開発 を 行い ませ ん 。 

イ ホー ムペ ー ジ や フェ イス ブッ ク の 充実 、 レン ポジ ウム や 公開 デー の 開催 等 
通じ て 、 研 究 活 動 の 内 容 、 研究 の 成果 ・ 活 用 状況 等 に 関す る 分 か りや すい 情報 
の 発信 を 積極 的 に 行い ます 。 























< バイ オオ テク ノロ ジー> 
生物 学 (バイ オロ ジー) と 技術 (テク ノロ ジー) か ら な る 造語 。 生物 や 生命 現象 の 知 
見 を 実社会 に 活用 する 技術 の 総称 。 














< ゲノム 解析 > 
優れ た 特徴 等 に つなが る 遺伝 子 配列 を 特定 する た め 、 生 物 が 持つ 遺伝 情報 (ゲノム ) 
を 解読 する 技術 。 

















く i PS 細胞 > 

人 工 多 能 性 幹細胞 (induced pluripotent stem 2 生体 に 存在 する すべ て の 細胞 
へ と 分 化 で きる 多 能 性 (万 能 性 ) を 維持 し た まま 、 ほ ぼ 無 限 に 増殖 が 可能 な 細胞 で 、 体 
細胞 に i 8 と に より 樹立 。2006 時 に 科学 技術 振興 機構 と 京都 大 学 の 
グル ー プ に より 樹立 。 





<MutMap 法 > 
ムッ トマ ッ プ 法 。 突然 変異 系 統 の 表現 型 の 原因 遺伝 子 を 全 ゲ ノム 解析 に より 迅速 に 同 
定 す る 技術 。 生 工 研 セン ター が 開発 し 、2012 年 に 発表 。 


























< く DNA マ ー カ ー> 

生物 個体 の 遺伝 的 性 質 (遺伝 型 )、 も し く は 系 統 (個人 の 特定 、 親 子 ・ 親 族 関係 、 血 
統 あ る い は 品種 な ど ) の 目印 と な る DNA 配 列 。 優良 農作物 品種 開発 に お ける DNA マ 
ー カ ー の 活用 で は 、 例 えば 、 耐 病 性 等 の 形質 の 差 を DNA 配 列 の 違い で 判断 で きる た め 
育種 の 効率 化 が 可能 
































< テー ラー メー ド 育 種 > 
多様 な ニー ズ に 基づい て デザ イン し た 品種 を 、 思 い 通 り に 、 
する 手法 洋服 の 「 あ つら え 」 に ちな ん だ 造語 )。 








ul 


期間 で 、 効 率 的 に 育種 





< ゲノム 育種 > 

生物 が 持つ 遺伝 情報 (ゲノム ) の うち 優れ た 特徴 等 に つなが る 遺伝 子 配列 を 特定 し 、 
その 遺伝 子 配 列 を 持つ 個体 を 識別 する 技術 を 用 い 、 有 用 な 個体 を 効率 的 に 選抜 する 育種 
手法 。 






































く 網 維 的 R NA ウ イル ス 検 出 技術 (DECS 法 ) > 

タン パク 質 を 用 いて 植物 ウイ ルス 由来 の 2 本 鎖 RNA を 検出 し 、 そ の 塩基 配列 情報 よ 
り 感 染 ウ イル ス 種 を 同定 する 技術 。 生 工 研 セ ンタ ー が 開発 し 、 2009 年 に 発表 。 DECS は 、 
DsRNA isolation, Exhaustive amplification, Cloning and Sequencing の 略 。 
































ぐ SuperSAGE 法 > 

一 度 に 数 千種 類 以 上 の 遺伝 子 の 働き を 調べ る こと が で きる 技術 。 遺伝 子 の 働き の 強弱 
の デジ タル デー タ 化 や 、 複数 の 生物 に お ける 各々 の 遺伝 子 の 働き の 同時 解析 が 可能 で あ 
る こと が 特徴 。 生 工 研 セン ター が 開発 し 、2003 年 に 発表 。 




















<QTL-seq 法 > 

異な る 系 統 間 で 表現 型 に 量 的 な 差 が ある と き に , この 差 を 決定 し て いる 量 的 遺伝 子 座 
(Quantitative Trait Loci : QTL) を 同定 する 手法 。 生 工 研 セン ター が 開発 し 、2013 
年 に 発表 。 




















< セル ロー スッ > 
植物 の 細胞 壁 や 繊維 の 主 成分 。 分 子 式 (C6H1005)n で 表 さ れる 地球 上 で 最も 多い 炭 水 
化物 で 、 グ ルコ ー ス (ぶどう 糖 ) が いく つも つなが っ て で き て いる 多糖 類 。 





< バイ オオ インフォ マテ ィ ク スン > ン 
ゲノム 情報 な ど 大 量 な 分 子 デ ー タ か ら 、 生 物 学 的 に 意味 の ある 情報 に 加工 する 分 野 。 
生物 情報 学 。DNA な どの 分 子 解析 上 E 力 の 飛 虫 的 な 向上 に 伴い 、 近 年 急速 に 発展 。 














< シー ケン サー> 
DNA の 塩基 配列 を 解読 する 装置 。 





< メタ ボロ ー ム 解析 > 

生体 内 で 作り 出さ れ た 代謝 産物 (メタ ボラ イト ) の 網 維 的 な 解析 。 本 解析 に よっ て 得 
られ た 多く の 代謝 産物 デー タ を 遺伝 子 解析 等 と 関連 付け る こと に より 、 これ まで 難し か 
っ た 現象 の 解明 に 役立て る こと が 可能 。 


























< カルタ ヘナ 法 、 二 種 省 令 > 
「 遺 伝 子 組 換え 生物 等 の 使用 等 の 規制 に よる 生物 の 多様 性 の 確保 に 関す る 法律 」 を い 
い 、 目 的 は 、 遺伝 子 組 換え 生物 等 を 使用 等 する 際 の 規制 措置 を 講じ る こと に より 生物 多 
様 性 へ の 悪影響 の 未然 防止 等 を 図る こと 。2003 年 、「 生 物 の 多様 性 に 関す る 条約 の バイ 
2 に EN EE この 議 定 
書 を 日 本 で 実施 する た め 、 同 年 に 公布 され 、2004 年 に 

カル ター ヘナ 法 で は た の MES 人 玩 中 へ の 撤 米 巡 正 措 軒 を と 
ら ず に 使用 する 場合 (第 1 種 使用 ) と 、 拡 散 防 止 措置 を と っ た 使用 (第 2 種 使用 ) に 分 
け て 手続 き を 規定 し て お り 、 第 2 竹 全 用 の 場合 に は 主務 省令 で 定め られ て いる 拡散 防止 
措置 か 、 主 務 大 臣 の 確認 を 受け た 拡散 防止 措置 を 実施 する 必要 が あり ます ( 二 種 省令 )。 



































































































































マ 遺 伝 子 組 換え 食用 作物 の 栽培 規制 に 関す る ガイ ドラ イン > 

岩手 県 が 、 県 産 食 品 に 対す る 消費 者 の 安心 の 確保 等 に 資す る こと を 目的 に 、2004 年 
に 策定 。 ガ イド ライ ン で は 、 県 が 、 毎年 、 県 内 に お ける 遺伝 子 組 換え 食用 作物 の 栽培 計 
I & 仁和 情報 提供 する こと 、 遺伝 
子 組 換え 食用 作物 の 一 般 ほ 場 に お ける 栽培 を 行 お うと する 者 に 対 し て 、 市 町 村 、 農業 団 
体 等 と と も に その 栽培 の 中 止 を 要請 する こと な ど を 規定 。 
















































































